
高校生を対象としたシステム基盤構築を通じた実践的 IT 教育の試み 
一田 陽平†   石崎 隆大†   中島 潤†

（北海道情報大学） 

 

1. はじめに 
 IT 業界の発展に関する重要な課題として，近
年の中等教育における「IT 離れ」が挙げられる．
「理科離れ」「科学技術離れ」「数学嫌い」と
も言われている傾向は，ゆとり教育や詰め込み
教育により本来理系の科目で習得すべき論理的
思考と、実験やデータ等から法則を導きだし結
論付けるといった探究心が欠如し，暗記主体の
詰め込み型教育が原因とされている[2]．また，
理系科目に対して興味が薄い生徒が多く，特に
論理的思考や探究心が必要な IT 技術者や研究者
の減少，ならびに質劣化を招いていると危惧さ
れている． 
 本研究では，自宅でも継続的に学習できる実
運用可能なシステム構築の実習によって，新た
な知識に対する好奇心や探究心の向上を狙った、 
高校生をターゲットとした教育プログラムの開
発を行ったので、これによる学習成果や受講者
の傾向について報告する． 

 

 これらの課題は早期に対策を実行できるもの
では無く，カリキュラム自体の見直しも必要に
なる．したがって，IT 教育の補完的な位置付け
とし，課外活動としてシステム提供側のスキル
が学習可能な IT 教育を実施することを試みた． 

 
2. IT 技術者の増加に貢献しにくい情報科目 
 高等学校における IT 教育は、科目「情報」に
て実施されており，学習指導要領によると，リ
テラシーからコンピュータの基礎，情報システ
ムの開発，マルチメディア表現等と多岐にわた
る．この科目を通じ、その延長線上にある科学
技術に関する研究や，IT 関連業務に対して興味
を持たせ，今後の IT 業界の発展へより良い効果
を出す可能性がある． 
しかし，教育現場において科学技術やプログ
ラミングといった IT 関連業務や研究に関連性の
高い学習を行うことは困難で、科目「情報」は
大学受験に必要な授業を圧迫するため，重視さ
れていない[3]． 
また，科目「情報」は IT 技術者の増加にあま
り貢献しない特性をもつ．現状の教育内容は，
IT を利用する場合に必要な知識習得が大部分を
占め、ソフトウェア開発等の高度なスキル習得
は実施されず，IT 関連業務や研究へつながる好
奇心や探究心が生まれにくい[1][3]． 
これらの問題とは別に，IT が身近になりすぎ
てしまい IT 教育への興味が薄れてしまっている
ケースもある．近年ではパソコンが普及し高校
生でも気軽に IT を利用できる様になった．しか

し，科目「情報」では利用する側の立場が主体
の教育であるため，パソコン利用のための延長
線上の知識でしか無い[3]．  
 
3. 実践的な教育手法による学習の動機付け 
 先に述べた課題を要約すると，①高等学校に
おける IT 教育（科目「情報」）が重要視されて
いない傾向にある，②科目「情報」は IT へ強い
興味を持たせる科目とはいえない，③利用者側
の立場で見た IT 教育だけでは IT への興味が増
加しない場合がある。 

 実際に教育を実施するにあたり「学習の動機
付け」と「モチベーション維持」をねらいとし
て，情報システムを実際に構築することで「全
体像を認識」し、IT により明確な興味を持たせ
る内容とした．実習では高校生に Fig1 の様なポ
ータルサイトをテーマ設定含め，好きな様に創
作させた． 
 

 
Fig1.高校生が作成した Web サイト 

 
実習における技術基盤としては LAMP をベース
とした CMS である XOOPS を用いてポータルサイ
トを構築することで，Linux OS の操作や，Web
ブラウザベースのソフトウェア操作，機能拡張
のためのプログラムの追加といった、普段は触
れる機会が無い技術を体験させた．それらの学
習をサポートし効果的な学習効果を挙げるため
の教材として，実習環境構築の自動化や，自宅
でも継続的な学習可能なサーバシステムを用意
した[4]．また，実習後のステップとして，各個
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人で興味を持った分野について学習を行って貰
うために，高校の協力を得て学習環境の整備と
学習サポートを行った結果，プログラミングや
Web デザインの学習を自発的に行う生徒が出る結
果となった． 
 
4. アンケート調査を用いた本教育の分析 
 ３章で述べた IT 教育について，技術習得の自
己評価と IT への興味に関する質問を主としたア
ンケート調査とその分析を行った．尚，本調査
は３章で述べた実践的教育プログラムを受講し
た 1 学年の学習者 8 名と，その他同普通高校で
無作為に選定した 41 名の計 49 名(男性 44.9%：
女性 55.1%)に対して実施した． 
この集計結果をもとに因子分析およびクラス
タ分析により，IT への探究心に関する視点を抽
出後，再度グループ分けを行った(Table1)． 

IT関連の知識の自己評価と興味が並程度と感じているグループ。

自由に扱えるパソコンを所有している傾向にあり、現状のITに関

連した教育に満足している。

日常利用型④

Web系の技術スキルが高いと自己評価しており、ITの活用に積極

的なグループ。

ITに関連したスキルの習得に興味が厚い傾向にある。

スキル追及型①

IT関連の知識は並程度と自己評価しているが、ITの活用に積極

的なグループ。

インターネット検察を良く利用し、かつ自身のブログやホームペー
ジを所有している傾向にある。

趣味利用型⑤

ITは利用するが特に興味が無いグループ。

IT関連の知識が低いと自己評価するが、ある程度ITを活用する傾

向にある。

必然利用型③

IT関連の知識が低いと自己評価しており、ITへの興味も薄いグ

ループ。

パソコンもほとんど利用しない傾向にある。

IT離れ型②

特徴クラスタ
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Table1. クラスタ一覧表 

 
クラスタ分析の結果を元に Table2,3 で示す探
究心と関連性が深い質問でクラスタ別属性を分
析した．その結果，学習者の探究心とは「IT 関
連の仕事や，趣味での活用に興味を持ち，パソ
コンの利用や，実践的な実習を受けてスキルを
向上させること」であることを確認した． 
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Table3.クラスタ毎の IT スキルの属性 

 

また，学習者の探究心が強い傾向にある「ス
キル追求型」について，3 章で述べた教育プログ
ラムを受けた人数の割合が 75%と高い傾向にあっ
た．これら 75%の実践的教育を受けたメンバーに
ついて、教育を受ける前に実施したアンケート
と比較すると，一部のスキルが向上し，かつ IT
への興味が Web デザインの学習やソフトウェア
開発といった具体的な形へと変化する傾向がみ
られた．これらの分析により，IT への探究心の
向上といった視点で見た場合，有効な教育方法
であると言える．また，スキルは低いがある程
度 IT に興味を持っているグループの「趣味利用
型」と「日常利用型」に対して本教育を実施し
た場合，IT への深い探究心が生まれる可能性が
あると言える． 
尚，今回の分析では男女差や「理系科目への
興味」と「IT への探究心」に相関や特定の傾向
は見られなかった 
 
5. おわりに 
 実践的 IT 教育の試みについて，学習者による
自己評価アンケートを分析した結果，IT への探
究心の向上に繋がる有効な教育手法である事を
確認した． 
また今回の調査で，サンプルと同様の傾向が
見られる高校生であれば､本研究で行った様な高
度な IT 教育を実施した場合に｢スキル追求型｣
｢日常利用型｣｢趣味利用型｣を合わせた 60%の生徒
に対して効果があると推測される．今後の課題
として，効果が現れないかもしれない残り 40%の
グループに対する教育方法の開発と，サンプル
の傾向をより具体化し、有効性の予測を明確化
する必要があると考察する．  
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